
 
（様式１） 

評価及び取組報告書 

                                      令和８年1月２５日  

学校法人新藤学園 大神美里幼稚園  

園長 平野 眞由美  

次のとおりわかば環境 ISO の取組結果を報告します。 

評価結果を踏まえ、継続的な取組に努めます。   
 

 

１ 取組の紹介  

共通メニュー 

省資源 省エネ ごみの減量化 

・子ども達の家庭で使用した不要な

プリンのカップ、牛乳パック、古

新聞紙、段ボール、空き瓶、空箱、

トイレレットペーパーの芯、使い

古しのビニール袋、など造形活動

の材料として使用している。ま

た、虫や植物の採集かごにしたり

して有効利用する。 

・裏紙をメモ用紙に使用 

・配布物を紙での配布ではなく 

 アプリの配信に変更 

・収穫物をたくあん漬けで再利用 

・消毒の際の使い捨てタオルは、 

古くなったタオルを再利用 

・水を出しっぱなしにしない 

・コンセントをこまめに抜く 

・消灯確認を行う 

・太陽光発電 

・ホールでのエアコン使用の際は、 

シーリングファンも使用し、 

風をかき回し、温度設定に配慮 

している 

・気温の高い日には水撒きをし、 

暑さを和らげる 

・園児指導として年齢に応じて 

節電、節水の省エネ活動を行な 

っている。 

太陽光発電設備の発電量のパネ

ルを見て節電について考える。 

 

・画用紙の切れ端を再利用する 

・廃材、広告や新聞紙を利用し 

ての造形遊び 

・保育室や職員室などにゴミを分

別できるゴミ箱を用意して資源

ごみなどの分別を行なってい

る。 

・園児には各保育室のゴミの分別

を指導している。 

・使用した印刷物の裏紙を利用し

て、ゴミの減量化に努めている。 

 

 

 

 

独自メニュー 



 
１「食農教育」と「花いっぱい運動」 

年間を通して稲作やジャガイモ、さつまいも、大根、夏野菜などの栽培を行い収穫し、芋野菜など幼稚園で調

理したものを昼食時に食べるなどして栽培から、収穫、食べるという行為を行い、食育に繋げることができた。

また、年長園児を中心に園庭に植物を植えて花いっぱい運動を展開し、環境に優しい保育を実施している。 

２「造形遊び」 

各家庭に声をかけて段ボールや空き箱、新聞紙など廃材を集め、造形遊びを行ったり、藁山で遊んだり、近隣

の方からもみ殻を集めプールにして遊ぶ自然活動を行った。素材について五感を使って感じることを中心に活

動している。   

3 その他の活動 

・大根の収穫後、洗う際にはたわし代わりに藁たわしを作り使用した。 

 

 

２ 講評・評価者からのアドバイス 

 評価者： 園長  教職員  □その他（      ）  

次の項目について、気づいたことや受けたアドバイス等を御記入ください。 

Ｐ 計画 

役割分担やメニューの 

決定等について 

各担当者による。年間計画で進めている。 

Ｄ 実施 
取組内容や取組方法について、 

全員で協力しているか 

職員、園児、保護者にも周知し、廃材の回収への協力もしてもらった。 

遊びながら環境問題に興味を持ってもらえるよう、活動内容も園全体で話し合い 

工夫して行った。 

Ｃ 記録・確認 
取組状況を把握し、 

確認をしているか 

保護者へは子どもたちが行ってきた活動の姿を配信。職員へは打ち合わせ、又は

書面にて周知した。記録は PC・ノートにまとめると共に、アンケートによる反

省とそれをもとに反省会を行い次年度への改善を行っている。 

Ａ 見直しの反映 
昨年度の見直し結果が今年度の 

取組に活かされているか 

活動は常に検証されているので、活かされている。 

反省事項を踏まえ、計画の段階でも確認している。 

その他 特になし。 

 

３ １年間を振り返っての感想 ※児童、生徒、園児に感想を聞き取りの上、御記入ください。 

・稲刈りを行ったことで、もみ殻を使用したプール遊びは、興味・関心を持って遊ぶ姿も見られた。 

・たくあん漬けでは、柿やみかん、リンゴの皮を回収する場所を設けることで、活動への意欲が高まっていた。 

 又普段ゴミになる皮が材料になることへの興味も大きかった。 

・今年度は素材の余剰分が少なかった。ただ、段ボールについては再考していきたい。 

 

４ 来年度に向けて（見直し結果） 

・田植えから始まり、稲刈り、もみ殻・藁遊び、又それらが土へ返ることまでを遊びや活動を通してもっと 

身近に感じていけるよう工夫していきたい。 

・手洗い後の水のだしっぱなしなど、声掛けを行い子どもたちと共に意識できるようにしていきたい。 

・素材遊びの段ボールの処理について考える。 

 


